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植物ホルモン(+)-7-iso-Jasmonoyl-L-isoleucine（JA-Ile, 1）は共受容体である E3ユビキチンリガー
ゼ COI1と JAZリプレッサー間のタンパク-タンパク間相互作用を誘導し、リガンド依存的に三者
複合体を形成する分子糊として機能する。JA-Ile は植物の防御応答など有用な生理応答に関わる
ことから、この応答を化学的に制御するような COI1-JAZ 共受容体のアゴニスト・アンタゴニス
トの開発は有力な戦略であり、とりわけその分子設計を合理的に行う上ではリガンド分子とCOI1-
JAZ共受容体との結合様式を詳細に理解することが必要不可欠である 1)。近年、JA-Ileの構造ミミ
ックである coronatine（COR, 2）を用いた等温的滴定型熱量測定（iTC）により、リガンドが COI1
と結合した後に JAZがリクルートされるという二段階での認識モデルが提唱された 2)。しかしな

がら、iTCアッセイの課題であるスループ
ット性の低さなどから他のリガンドでの

実験的な検証は今まで報告がなかった。

今回我々は、示差走査蛍光測定（DSF）を
COI1-JAZ 共受容体の系に適用し、JA-Ile
を含む他のリガンドの結合様式の検討を

行った。DSF を用いた親和性評価から、
JA-Ile は COI1 単独との結合親和性が弱
く、生理的条件では COR とは異なり
COI1-JAZ 共受容体と一段階で結合する
ことが示唆された。CORと JA-Ileは、
COI1-JAZ 共受容体とほぼ同じコンフ
ォメーションで結合していることが結晶構造から示されており 3)、リガンド構造によって認識モ

デルが異なる点は興味深い。COI1-JAZ共受容体のアンタゴニストである COR-MOや、CORと JA-
Ileの部分構造を入れ替えたハイブリッドリガンド（CFA-Ile, JA-CMA）に対して DSFでの結合親
和性評価を行った結果、JA/CFA部位がリガンド結合モードに強く寄与していることが示唆された
ので報告する（現在論文投稿中）4)。 
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Fig. Ligand structures and observed modes of perception 
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